
●進級することに喜びや期待を持ち、自分か
ら進んで色々な活動に取り組む。 

●遊びや生活の中で自分の思いを言葉で伝え
たり、相手の思いに気づいたりする。 

●身近な自然に触れながら春の訪れを感じ
る。 

☆自分の思いを言葉で伝えよう！ 
＜振り返り＞ 
〇言葉がけを通し、排泄後にシャツをズボン
に入れるなど身なりを気遣う姿が度々みら
れるようになって来ました。今後も自分で
身だしなみが整えられるよう言葉がけを行
っていきたいと思います。 

 

 
 

 

●いろいろな活動に意欲的に取り組む中で進
級する喜びを感じ、自分で考えて行動しよ
うとする。 

●友だちとのつながりを深め、自分たちで遊
びを進める楽しさを味わう。 

●春の訪れによる自然の変化に気づき、身近
な草花、植物に関心を持つ。 

☆食事マナーを見直そう！ 
＜振り返り＞ 
〇登園、降園の際も子どもと保育者の互いの

顔をしっかり見て挨拶するように心がけて

きました。意識して挨拶をする子ども達の

姿も増え今後も自ら進んで挨拶が出来るよ

う見守りや声掛けを行っていきたいです。 
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●園庭や散歩に出かけ春の訪れを感じる。 

●保育者や友達と関わって遊ぶことを楽し
む。 

●自分の思いを言葉やしぐさで表し、保育者
に受け止めてもらう喜びを知る。 

 
 

 

ふじ組(5歳児) 

●就学への期待を膨らませ、自覚や自信を持
って意識的に生活する。 

●友だちとのつながりを深く感じ、お互いに
認め合い、思いやる心を持って関わる。 

●花の芽や気候の変化など身近な自然に関心
を持ち春の訪れを感じる。 

☆＂早寝・早起き・朝ごはん＂を意識してみ
よう！ 

＜振り返り＞ 
〇次の日に必要なものを皆で確認し、帰宅し
てから自分で用意が出来るように話してき
ました。家ではどうでしたか？就学に向け
て自分で身支度が出来るように声をかけて
見守っていきたいと思います。 

 
 

 

●春の自然に触れながら元気に身体を動かし
て遊ぶ。 

●簡単な身の回りのことを自分でしようとし
できたことを喜ぶ。 

●友だちや保育者と言葉のやり取りを楽し
む。 

 

３月の歳時記 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もも組（３歳児） 

日に日に厳しい寒さも和らぎ、春の陽気を感じられるようになりました。そしていよいよ

今年度も残りわずかとなりました。先月は思いもよらぬインフルエンザ流行の猛威により生

活発表会の日程を変更するという初めての事態となりました。保護者様にはご迷惑をお掛け

しましたがご協力頂きありがとうございました。すべての子が充実した形で参加して欲しい

という願い通り一人ひとりが主役となり、緊張しながらも最後まで元気いっぱい、みんなで

楽しんで演じることができました。どの子もがのびのびと参加でき達成感と自信に満ち溢れ

ている姿は最高で、保護者様の喜びもひとしおだったのではと思います。子どもたちの成長

を優しく見つめるご家族の姿がとても印象的で、温かい気持ちになりました。急な変更でご

迷惑をおかけしましが、やはり『子どもファースト』の精神をどんな時も軸にしていきたい

と思います。 

 この一年、たくさん遊び、行事や活動を経験する中で子どもたちは心身ともに大きく成長

した姿を共に喜び合い、卒園・進級に向けて期待と自信を持ちながら残り少ない日々を大切

に過ごしていきたいと思います。 
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●進級することに喜びや期待を持ち、身の回
りのことを自分でしようとする。 

●ごっこ遊びや簡単なルールのある遊びを通
して友達や異年齢児と遊ぶ楽しさを感じ
る。 

●散歩や戸外遊びを楽しみなら春の訪れを感
じる。 

 
 

 

３月号 

☆家と園で頑張ろう！今がチャンス！子育てポイント‼ 

希望膨らむ春 3月 

 

●ひなまつり（3 日） 

  古くは人の姿を紙や草で作りそれで体をなでて川や海に流し身のけがれを払う習慣があり
ましたがそれに中国から伝わった節句の行事が結びつき、室町期から江戸時代には女の子の
節句として雛人形を飾り桃の花やひし餅、白酒を供えるようになりました。 

●啓蟄(けいちつ)（５日） 

  春の暖かさを感じて、冬ごもりしていた虫（蛙・へび・あり等の小動物）が外に這い出て
くるころのことです。「啓」には「ひらく、開放する、(夜が)明ける」などの意味、「蟄」に
は「冬ごもりのために虫が土の下に隠れる、閉じこもる」という意味があります。 

●春分の日（２０日） 

古来人々はこの日を春の訪れを祝う日としていましたが 1948 年に古来から伝わる自然に

感謝する日「自然を称え将来のために努力する日」と法律で定められました。春分の日は、
太陽が春分点（天球上の赤道を太陽が南から北へ横切る瞬間の交点）にくるため、昼夜の長
さが等しくなる日と言えます。またこの日の前後にご先祖様への感謝の気持ちを伝えるため
にお墓参りに行く習慣もあります。 

毎晩、風呂場や布団の上で発表会ごっこを披
露してくれ楽しみにしていました。本番では
大きな声で「行きま～す！」と、堂々とした
姿に成長を感じることが出来ました。 

照れてはいましたが余裕そうに、楽しそうに、発表をする姿に成長を感じウルウルです。ブラックシアター
もミラーボールも魅せ方も流れも子ども達の発表の様子も本当に素敵で、先生方もたくさん考えて試行錯誤
しながら素敵な発表にして下さったんだろうなぁと思うと感謝しかありません。(省略)ハードルを飛ぶ時に
Ａちゃんが引っ掛かり、Ｂ君が直ぐに駆けつけてコーンを直していた姿がとても印象的でした。我が子も家
で何かあるとよく気にしてくれているのを思い出し、クラス全体で助け合う姿勢が出来上がっているのかな
と、先生方の毎日の関わりのお陰と思い感動していました。延期等、色々大変だったとは思いますが本当に
ありがとうございました。1歳から通い 5年目最後にふさわしい素敵な発表会でした。 

楽しみな気持ちと不安な気持ちでしたが子どもが頑張っ
ている姿を見て感動し涙がでました。元気が良すぎて迷
惑をかけていることもあろうかと思いますが、いつも対
応して下さっている先生方にも感謝の気持ちをお伝えい
ただけると幸いです。 

1日(金) 交通指導・安全の日 
1日(金) ひなまつり誕生日会 
6 日(水) マラソン大会 (午前中） 

6 日(水) 劇団‟とんと‟さん来園 (午後 2 時～) 

8日(金) お別れ会 
9日(土) 保護者環境整備  

すみれ組(４歳児)の保護者 
 
 

 

 

 

 
 

14日(木) 卒園式予行 
18日(月) 避難訓練と身体測定 
22日(金) 令和 5年度卒園式 
23 日(土) ～４月 4日(木) 内 4日は午前中 

希望保育 

 
４月 5日(金) 令和 6 年度入園式 

 

 

 

 

 
 

＜生活発表会を終えて保護者様からのコメント（連絡帳）の紹介＞ 

 

 

https://kotobank.jp/word/%E5%86%AC%E3%81%94%E3%82%82%E3%82%8A-1448042

